
 

 

 
  学びの楽しさを成長へつなげる３学期へ 
 

校長 前田 敦子 
  

  ２４日間の冬休みを終え、１月１６日（火）から３学期が始まりました。年明けに起きた大きな地震と空

港事故は、私たちに大きな衝撃を与え、胸が締め付けられる思いの中で新年をスタートさせることになりまし

た。 

３学期初日は、子供たちが不安を抱えながら登校してくるのではないかと

心配していましたが、子供たちが誇らしげに抱えてきたのは冬休みの成果。

元気に登校して来る姿を見て安心したところです。また、心待ちにしていた

大谷翔平選手からのグローブが寿都小学校にも届き、子供たちへのサプライ

ズ贈呈式はとても盛り上がりました。お蔭様で、子供たちが笑顔でスタート

を切ることができました。玄関ホールに置いたグローブは、休み時間ごとに

子供たちが興味深く手に取ったり、楽しそうにキャッチボールしたりして、

大人気となっています。 

 

冬休みの成果となった冬休み作品展は、２５日（木）まで開催の予定でしたが、１日入学まで開催期日を延

長し、次年度の新入学児童や保護者の皆さんに見ていただきました。 

子供たちの作品は、年々レベルアップしています。思わず触ってみたり遊んでみたりしたくなる工作や、時

間をかけて丁寧に完成させた手芸や飾り物など、作品の完成度に驚かされます。また、学習したり体験した

り、興味を持ったことを調べてまとめた自由研究は、分野が多岐にわたっていて、その題材の発想力に感心さ

せられます。全ての作品が見ごたえがあり、多くの人に見てもらいたいと思うものばかりでした。 

 

その中に、特に目を引く１年生の自由研究がありました。「雪をとかしてみたら」というテーマで、実験を

したり、写真や絵を描いてまとめたりしたものでした。きれいな雪を取って、溶かして、ろ過して、隠れてい

た細かいごみを発見。さらに、雪はどうやってできるのかをインターネットで調べてい

ました。 

友達が雪を食べているのを見て、「雪ってきれいなのかな？ 」という、身近な疑問か

ら始まり、最後は、「きれいな雪だと思っても、ごみがたくさん入っているので、雪は食

べない方がいいです。」と、まとめていた自由研究は、なんとも「お見事」という言葉が

ぴったりの作品でした。 

人工知能（ＡＩ）の優秀さが取りざたされていますが、子供たちの柔軟な発想力は、

ＡＩ以上の能力ではないかと思うほど、驚かされることも度々あります。 

３学期は短い日数ではありますが、「自分らしく学ぶ」ことで、学びの楽しさを実感し、

新たな創造力を伸ばし、この１年間の成長が確かなものとなる３学期を目指していき

たいと思います。 
 
 

 

  
 

 
 

寿都小学校 学校だより 

令和５年度 第１０号 

令和６年１月３１日発行 

【教育目標】 

自分を伸ばし 広い心でがんばり通す 寿小の子 

 ・よく考え、進んで学ぶ子 「知」 

 ・明るく思いやりのある子 「徳」 

 ・強く、たくましい子   「体」 

【今年度の重点目標】 

自分の言葉で伝える 自分らしく学ぶ 

～自分を信じる力～ 



 

 

 

 

 

 

 

2４日間の冬季休業を終え、１月1６日(火)から３学期が始まりました。休業中、子供たちは大きな事故やけ

がの報告もなく元気に過ごし、３学期を迎えることができ、安心しています。冬休み中とても寒かった学校に

も子どもたちの元気な声が戻って温かさを感じる毎日です。今年もよろしくお願いします。 

今回も子供たちの秀作が揃いました冬休み作品展。友達の作品を見て、さわって、試して楽しみました。大

人も十分楽しませてもらいました。研究・探究は詳しく調べたり深く考えたりして、物事を明らかにしていく様

子。制作は構想、設計、組み立てなどの創作活動。いずれにしても子どもたちのやりたいことをサポートしてい

ただいてありがとうございました。2000年【電気を通すプラスティック】でノーベル賞を受賞した白川秀樹

さんは、「それぞれの興味を大切に。興味から芽生える芽を大切に」と言っています。研究・探究・制作の中から未来

が生まれるかもしれません。 

 

１月2４日（水）に、６年生が寿都中学校へ行き、体験入学を行いまし

た。今回は国語の授業の中で様々な活動をさせていただきました。その後

は、校舎内を案内してもらいながら、中学生が授業を受けている様子を参観

しました。 

４月から新しい生活になるということで、６年生は不安と期待が入り混じ

った気持ちでいることと思いますが、中学校入学に向けた準備をしながら、

残りの日々を大切に過ごしてほしいと思います。 

１月2６日(金)には、来年度寿都小学校に入学する６名を迎え、「新１年

生一日入学・保護者説明会」を行いました。まずは来年度最高学年になる現

５年生と交流を行い、『だるまさんの一日』など体を動かして体育館で

一緒に遊びました。その後、４時間目には現１年生と図工の学習を体験

しました。折り紙や絵を描いて1年生教室で活動しました。 

初めての小学校での生活でしたが、とても楽しい体験になったようで

す。また、１年生にとってはお兄さんお姉さんになる意識を、５年生に

とっては最高学年になる自覚をもついい機会にもなりました。４月の入学式に元気な６人に会えるのを楽しみ

にしています。 

 

 

 

 

スキー学習 

「小 1プロブレム」や「中 1ギャップ」という言葉が言われるようになっ

て多くの時間が経ちました。その間、各所での連携が盛んになっていま

す。先日、寿都小の先生方で保育園を訪問しました。年長さんの子ども

たちは、お話しをしっかり聞いて行動していました。自分たちでできるこ

ともたくさん見させてもらい、そのまま入学を迎えてほしい思いになり

ました。何も心配ありません。自信でみなぎっています。『そのままで大

丈夫だよ！』と・・・。 

 6 年生の皆さんは、中学校へ向かう思いはどうでしょうか？でも何

も心配ありません。今でも様々なことに自信でみなぎっています。『その

ままで大丈夫だよ！』と・・・。周りのサポートの声を多めにかけてあげて

下さい。 



1月22日（月）文化センターで小中高キャリア教育合同発表会がありまし

た。本校6年生が参加し、〇〇さん〇〇さんが代表して実践を発表してくれ

ました。その後、小中高各校の児童生徒がそれぞれ入ったグループで「すっ

つのたからを見つけよう2023」という課題で寿都のよさ・魅力を出し合い

ました。最初は、緊張していた6年生も活動を通じて、お話したり、制作物

を作ったりいい表情で交流を深めることができました。小学生については、

中学生・高校生の発想力・コーディネート力を見て、自分の将来の姿を少し

でも想像できたのではないでしょうか。 

スキー学習が始まっています 
今シーズンはじめは降雪量が少なく、町民スキー場のオープンが少し遅くなりましたが、先週か

らスキー学習が始まりました。子供たちもたいへん楽しみにしているようです。特に1年生は、初

めてのスキー学習ということで、グラウンドに出て歩いたり坂を上ったりする練習をしながら、ス

キー場での学習に備えています。 

保護者の皆様には、スキー用具の準備や運搬、ご家庭での事前指導などご協力していただき、ありがとうご

ざいました。今後も引き続き、よろしくお願いします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

レジリエンス とは、「ストレスやプレッシャーから回復するための力」 

 

 

 

 

 

 

 

 

「安心メール」開封確認のお願い 
1月から天候が良くない日が多くあります。急な予定の変更等これからも考えられます。そこで、安心メールに係わ

ってのお願いです。。学校からのメールをお読みになりましたら、 

☆下の方にある確認の URLを必ずクリック（アプリ登録の方は開くだけで開封確認になります） 
するようお願いいたします。そうすることで、学校からのメールを保護者の皆様が読んでいただいたことを学校の方で

確認することができますので、ぜひともご協力をお願いいたします。 

※PTA関連のご案内・お知らせなど「安心メール」で送るようにしております。 

上記の開封確認のご協力も併せてお願いします。 

4年生 人権教室 

1月 24日（水）4年生を対象に人権教室を行い

ました。CS 委員でもある人権擁護委員の〇〇さ

んからお話ししていただきました。いじめをテー

マにアニメの映像を見ながら、自分たちの生活と

関連付けながら学びました。4 年生のこの時期か

ら『人としての権利』について触れられる貴重な

機会となりました。 

 

 

参観日・懇談会のご案内 

【日時】2月21日（水） 

（授業参観）１３：２５～１４：１０ 

（全体懇談）１４：２０～１４：３０（オンライン：各教室） 

（学級懇談）１４：３０～ 

※今年度最後の参観日です。ご都合が合えばぜひ、お越しくだ

さい。詳しくは、「参観日のご案内」「学級通信」をご覧くださ

い。 

 

感情調節力を身につ

けよう！ 

ネガティブな面 

     チェンジ 

ポジティブな面へ 

ネガティブな感情を

変換することによっ

てこれまでにはなか

ったような力が生ま

れることも。 


